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地
芝
居
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
清
流
の
国
ぎ
ふ
文
化
祭
2
0
2
4
の
イ
ベ
ン
ト
の一
環
と
し
て
九
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
、

岐
阜
県
内
で
開
催
さ
れ
る
地
芝
居
や
伝
統
芸
能
を
巡
り
、専
用
の「
地
芝
居
印
帳
」に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

九
月
十
五
日

第
四
十
一
回
東
白
川
村
郷
土
歌
舞
伎
公
演

（
は
な
の
き
会
館
）東
白
川
村

　

東
白
川
歌
舞
伎
は
若
い
人
の
活
躍
が

目
覚
ま
し
く
毎
年
、新
鮮
な
気
持
ち
で

観
に
行
け
る
。
今
年
は
村
の
若
い
人
た
ち

が
大
向
う
で
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
こ
で
初
め
て
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の「
地

芝
居
印
帳
」を
貰
う
。
受
付
で
既
に
ス
タ

ン
プ
が
押
し
て
あ
り
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
共

に
ス
マ
ー
ト
に
渡
し
て
も
ら
っ
た
。
ど
ん
な

も
の
か
と
思
っ
て
い
た
が
、公
演
の
文
字

も
保
存
会
の
印
鑑
も
格
好
い
い
。

印
帳
の
中
を
確
か
め
る
と
、
十
一
月

二
十
四
日
ま
で
の
公
演
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

載
っ
て
い
る
。
三
つ
、五
つ
、八
つ
と
集
め

る
ご
と
に
景
品
が
貰
え
る
ら
し
い
。
最
後

に
貰
え
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
に
は
公

演
し
た
全
て
の
保
存
会
・
団
体
の
名
前
が

入
っ
て
お
り「
加
子
母
歌
舞
伎
保
存
会
」

の
文
字
も
あ
る
。
欲
し
い
。

自
分
の
先
の
予
定
を
考
え
る
。

頑
張
れ
ば
八
つ
ま
で
集
め
る
こ
と
が
出
来

そ
う
だ
。

と
い
う
わ
け
で
今
秋
、私
は
未
知
な
る
ス

タ
ン
プ
を
求
め
て
地
芝
居
巡
り
の
週
末

を
過
ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。

十
月
十
二
日

村
国
座
子
供
歌
舞
伎
公
演

（
村
国
座
）各
務
原
市

　

各
務
原
市
、村
国
神
社
の
礼
祭
に
合

わ
せ
神
社
境
内
に
あ
る
村
国
座
の
子
供

歌
舞
伎
は
二
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
。

縁
日
屋
台
が
立
ち
並
ぶ
境
内
か
ら
立
ち

見
も
出
来
る
よ
う
解
放
さ
れ
た
空
間
に
、

沢
山
の
子
供
達
が
最
前
列
で
応
援
し
て
、

華
や
か
な
子
供
歌
舞
伎
の
舞
台
に
向
か
っ

て
お
ひ
ね
り
と
お
菓
子
の
袋
を
投
げ
入
れ

て
い
た
。
ス
タ
ン
プ
は
、そ
の
場
で
職
員
の

方
が
押
し
て
く
れ
た
。
く
っ
き
り
と
打
っ

て
貰
え
て
嬉
し
い
。

十
月
二
十
日

蛭
川
歌
舞
伎
特
別
公
演

（
蛭
子
座
）中
津
川
市

　

蛭
川
に
あ
る
蛭
子
座
は
、
昭
和
の
映

画
館
を
思
わ
せ
る
レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
外
観

が
素
敵
だ
。
カ
ラ
フ
ル
な
和
紙
に
包
ま
れ

た
お
ひ
ね
り
が
包
ま
れ
た
状
態
で
売
っ
て

い
た
の
で
一つ
買
い
、曽
我
対
面
で
活
躍
し

た
小
さ
な
五
郎
十
郎
へ
。

こ
こ
で
ス
タ
ン
プ
は
三
つ
目
。
新
世
紀
工

房
の
白
川
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
と
花
の
種
を

貰
う
。
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、鮮

や
か
な
歌
舞
伎
デ
ザ
イ
ン
で
、封
を
開
け

る
の
が
ち
ょ
っ
と
惜
し
い
。

地
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

下
呂
温
泉

（
鳳
凰
座
）下
呂
市
　

　

同
日
。
通
常
は
五
月
に
し
か
上
演
し
な

い
鳳
凰
座
も
当
別
公
演
と
い
う
こ
と
で
、

金
蔵
獅
子
と
共
に
公
演
。
外
は
少
し
肌

寒
い
日
だ
っ
た
が
、一
力
茶
屋
を
真
剣
に
見

る
観
客
の
熱
気
で
室
内
は
暖
か
い
。

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
下
さ
っ
た
職
員
の
方

に
、印
帳
専
用
の
綴
じ
紐
が
あ
る
こ
と
を

教
え
て
貰
っ
た
。

十
月
二
十
七
日

加
子
母
歌
舞
伎
特
別
公
演

（
か
し
も
明
治
座
）中
津
川
市
　

　

実
は
五
つ
目
に
こ
こ
が
来
る
よ
う
、合

わ
せ
て
ス
タ
ン
プ
巡
り
を
し
て
い
た
私
。

公
演
準
備
の
合
間
を
狙
い
、表
へ
向
か
う

が
な
ん
と
ス
タ
ン
プ
受
付
は
ヤ
ン
谷
の
歩

道
側
。
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
代
理
で

受
付
ま
で
走
っ
て
く
だ
さ
り
、無
事
に
ス

タ
ン
プ
と
五
平
餅
を
入
手
。

十
一
月
三
日

第
二
十
三
回
岐
阜
県
獅
子
芝
居
公
演

（
か
し
も
明
治
座
）

　

公
演
か
ら
次
の
週
に
、再
び
明
治
座
へ
。

岐
阜
県
獅
子
芝
居
公
演
は
、岐
阜
の
各

地
か
ら
獅
子
芝
居
団
体
が
集
ま
っ
て
い
る

の
で
印
鑑
も
一
度
に
沢
山
押
し
て
も
ら
い
、

な
ん
だ
か
得
し
た
気
分
だ
。

歌
舞
伎
と
は
ま
た
一
味
違
っ
て
獅
子
芝
居

も
面
白
い
。
葛
葉
子
別
れ
で
は
、獅
子
の

姿
の
ま
ま
器
用
に
口
や
足
を
使
い
襖
に
文

字
を
書
く
シ
ー
ン
で
大
き
な
拍
手
が
起

き
て
い
た
。い
つ
か
歌
舞
伎
と
コ
ラ
ボ
し
て

も
ら
え
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

付
知
町
文
化
祭

（
ア
ー
ト
ピ
ア
付
知
文
芸
プ
ラ
ザ
）中
津
川
市

　

同
日
。
ア
ー
ト
ピ
ア
で
付
知
町
の
文
化

祭
が
開
か
れ
て
い
た
。
正
直
に
い
う
と
偶
々

訪
れ
た
も
の
で
、肝
心
の
翁
舞
に
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
が
、民
謡
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
ま
で
幅
広
い
公
演
が
行
わ
れ
て
い
て

楽
し
か
っ
た
。

触
れ
た
こ
と
の
な
い
文
化
や
知
ら
な
か
っ

た
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
の
お
か
げ
か
も
し
れ
な
い
。

地
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

下
呂
温
泉

（
白
雲
座
）下
呂
市

　

夕
方
近
く
、白
雲
座
で
の
子
供
歌
舞
伎

「
車
曳
き
」を
見
る
た
め
に
下
呂
門
和
佐

へ
。
礼
祭
の
後
も
あ
っ
て
物
凄
い
人
の
賑

わ
い
で
、入
口
か
ら
中
へ
入
る
こ
と
さ
え

躊
躇
す
る
ほ
ど
の
満
員
状
態
。
天
井
か

ら
吊
り
下
げ
ら
れ
る
え
び
紙
の
揺
れ
る
中
、

夕
刻
の
芝
居
小
屋
で
行
わ
れ
る
子
供
歌

舞
伎
の
雰
囲
気
も
素
敵
だ
。

さ
あ
い
よ
い
よ
八
つ
目
。

職
員
の
方
か
ら

「
今
日
は
君
で
二
人
目
だ
よ
。」

と
笑
顔
で
手
渡
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ

ぐ
い
。
写
真
と
少
し
違
っ
て
藍
色
に
白
字

で
書
か
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
だ
っ
た
が
、こ
れ
は

こ
れ
で
格
好
良
い
。

私
の
前
に
貰
っ
た
人
も
同
じ
よ
う
に
達
成

感
に
包
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　　

ス
タ
ン
プ
は
八
つ
全
て
集
め
た
が
、私
に

は
ま
だ
押
し
た
い
ス
タ
ン
プ
が
ひ
と
つ
あ
る
。

　

十
一
月
二
十
三
日(

土)

に
岐
阜
市
ぎ
ふ

清
流
座
で
行
わ
れ
る「
ぎ
ふ
清
流
座　

千
穐
楽
公
演
」。
加
子
母
歌
舞
伎
保
存

会
が
出
演
す
る
。
こ
の
舞
台
で
、最
後
に

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
今
年
の
秋
を
丸
く

締
め
く
く
り
た
い
も
の
だ
。（

文
・
今
井
梓
沙
）
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俚
謡
正
調	

思
い
出
し
て
も
詮
な
い
事
が　

忘
れ
切
れ
な
い
月
の
原	

熊
澤
素
狂

俚
謡
正
調	

春
の
風
情
は
無
う
て
も
花
よ　

庭
の
桜
の
返
り
咲
き	

佐
藤
狂
浪

俚
謡
正
調	

ほ
ん
の一
と
と
き
浮
か
れ
た
小
春　

世
間
知
ら
ず
の
返
り
咲
き	

北
川
老
波

か
し
も
通
信
文
芸

玉ねぎの苗は、色々やってみたけど毎年うまくいかなかっ
た。今年は夫がYouTubeで調べて、言っている通り
にやってみたら全て発芽し、調子よく育ち、早かったけ
ど9月中に定植した。その後暑かったので心配したけど、

初めて、購入した苗のように育っています。冬はこれか
らなので、玉ねぎとして採れるまでは安心出来ないけど、
元気に育っているニンニクと共に、春が楽しみです　
YouTube、すごい‼️

Field
小郷の畑から〜なかよし家族　丹羽泰子

Pet
わが家のPet!　

上区　蘭丸

Memoirs
小さな頃の記憶の話　粥川孝美

お父さんの理科室
　父は、村の酪農発展の為に、獣医学校へ行ったのに、中学校の
理科の先生になっていた(当時、戦後で新しく中学校が出来、先生が
必要だったらしい)。
		でも、学校には、往診用の黒い鞄を持って出勤していた。中味は、メ
スとか凄く太い注射器とか、子どもの私は、そのサイズにビビった！こん
な注射を打たれたら…と、怖くて、父の前では、良い子にしていた。当
時は、各家に電話なんかない時代、村役場経由の連絡を受けていた
のか…牛が産気づいてます…急病です…の連絡を受けると、生徒に、
先生はちょっと牛の調子悪いから、自習しとけ‼️と、往診カバンを持っ
て出かけたらしい。どんな、自習をしていたかは、当時の慶福先生に習っ
た皆さんの記憶にお任せします。
　大きな牛を診療する父は、凄いなぁと思ったが、こんな父にも、弱味
があった。大きな、木造中学校の宿直の見回りだった。その日が来ると、
父は、優しい声になり、…孝ちゃん、ちょっと頼みがあるから聞いてくれ
るか…(当時の私は、4歳〜5歳くらい)子ども心に(あ〜宿直の事や
なぁ、断れないなぁ)と、大きなお父さんを助けるつもりで…ウン…と返
事するしか無かった。宿直室は、東の端っこ、長〜い渡廊下や、階段
を登り、北の端っこに、父の理科室があった。昼間は…父さんの勉強

の部屋やぞ〜…と、自慢してたのに、夜は、真っ暗な中、ガイコツの標
本のお出迎えに始まり、棚にはフォルマリン漬の、ベビや、内臓の標本、
中でも、胎児の標本(今だに、何の胎児だったのか、聞きそびれている)
…これは、加子母中学校にしか無いぞ‼️と、言ってたけど…あと、鳥や、
加子母に居る野生の動物の剥製…等等、
昼間見ても、ドキドキな博物館
　幸い、小さな私は、父の大きな手を握り、見回りの全過程を目をつむ
り歩いた。
　有る時、静かな真っ暗な中、ピチョンと水道の水音と同時に、ガタン
‼️と暗闇の廊下に音が響き、父も大人気無く、ウォー‼️と叫んだ。私
は父の叫びに、ワッと心で叫んで、父の手を爪が食い込む程強く握った。
2人とも、飛び上がって、あ〜怖かった〜と、暗闇の廊下をまっしぐらに
宿直室に戻った。宿直室には、…先生、待っとったよ〜…と中学生
のお兄さん達が勉強ノートを広げて、コタツにあたっていた。
　私の役目は、これで終わり、父の脇で、お兄さん達の声を子守唄に、
温かい布団に包まれて眠った。いつもは、忙しい父の温かさを感じる
このひと時は、怖さもあるけど、父と私の時間だった様な気がする。
　理科室には、今、思えば、高校にも無い様な、専門的な標本が有り、
凄い理科室やったなぁと思います。

僕、上区に暮らす蘭丸。生後９ヶ月のシェパード。シェパー
ドは飼い主に忠実で賢いから警察犬や救助犬になれ
るんだけど、僕は人が好き過ぎて甘えん坊。一緒に遊
んでほしくて警戒心ゼロなんだ。写真の僕、耳が白い
だろう？耳がピンと立ってこなくて垂れちゃってるんだよ。

何とかピンと立ったカッコいい耳にする為に、トイレットペー
パーの芯で耳を固定させてるんだ。どうなるかなぁ？立つ
かなぁ？ま、僕はどっちでもいいんだけどね。皆んなが可
愛がってくれて一緒に遊べれば垂れ耳で最高さ！
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加子母小学校
校外で学ぶ～生活科･社会科見学～

　加子母小学校では、校外へ出かけて学ぶ
「生活科見学」「社会科見学」を行っていま
す。
　１年生は１１月５日に「ふれあい牧場」へ
行きました。バターづくり体験では、ボトル
に入った生クリームを一生懸命に振り、ど
の子もバターを完成させました。やぎなど
の動物に餌やりをしたり触ったりして、生き
物の温かさや大切さを感じました。子供た
ちは、広い牧場を元気に走り回り、楽しい
一日を過ごしました。
　５年生は、１０月３０日に「名古屋市科学
館」と「トヨタ産業技術記念館」に行きまし
た。名古屋市科学館では、事前に興味のあ
るテーマを選び、計画に従ってグループで
見学しました。展示を見たり、実験を体験
したりしながら、自然科学や物理など楽し
みながら学ぶことができました。トヨタ産業
技術記念館では、「モノづくり」のすばらし
さに触れることができました。紡績工場の
変遷や金属加工の技術、自動車づくりにつ
いて学ぶことができました。昔の車から最
新のスポーツカーまで、これまでの技術の
進歩を感じながら見学しました。身の回り
の理科や社会科に触れる１日になりました。

加子母こども園
～楽しかった運動会！～

　10月20日（日）は加子母こども園の運動
会でした。本当は前日の19日（土）でしたが、
天候が不安定で延期となりました。1日延
びてしまいましたが、加子母子ども園の子
ども達３１人全員が参加することができま
した。
　毎日、リレー・競技・リズムの練習を重ね
てきました。リレーは小さい子は可愛いら
しく、大きい子はカッコいい走り方です。リ
レーも競技も勝つ時もあれば、負ける時も
あります。負けて涙が出てしまうこともあり
ますが、「次がんばる」と前向きに気持ちを
切りかえようとする姿に成長を感じました。
年長組はこども園最後の運動会ということ
もあり、係の仕事を任され責任を持って役
割を果たそうとする姿や、走ったり踊ったり
する真剣な表情に感動する場面も多くあり
ました。保護者競技の綱引きの時には、子
ども達の「がんばれ！」という大きな声援が
聞かれました。お父さん・お母さんが綱を
一生懸命引っぱる様子に子ども達も大喜
びでした！
　雨の予報とにらめっこが続いた今年の運
動会でしたが、２０日（日）の日は秋晴れの
良い日となり良かったです。前々日や当日
の準備や片付け、水たまりの水とりや道具
の出し入れなど保護者の皆さまにたくさん
ご協力いただき、感謝の気持ちでいっぱい
です。お陰様で無事に運動会を終えること
が出来ました。

加子母の美味しい料理や昔の料理など教えてください。
福井三月 ☎ 0573-79-2627

【加子母・付知子育て支援センター くるりんぱ】
自由にあそべるスペースです。体を動かしたり、季節を感じるイベントも行っています。
カレンダーやイベントの詳細はLINEまたはインスタをチェックしてくださいネ！！
インスタは「くるりんぱ」で検索をお願いします。

加子母中学校
夢講話「夢をもち、努力することの
大切さとは・・・」

　10月30日（水）付知まちづくり協議会様か
ら招待していただき「坪井慶介氏トークショー」
に全校でアートピア付知交芸プラザに出かけ
ました。付知町で中学生時代を過ごし、サッ
カー面では決して恵まれた環境ではない中、
当時、中学生として、勉強、係の仕事、学校
行事等、に精一杯取り組んだ経験や、付知
中卒業後もサッカー選手として認められるま
でに、長期間、下積み生活を送っていた頃
の気持ちを語っていただきました。（以下、生
徒の感想です）
●僕は今、受験生で勉強しないといけないの
に楽な方に逃げてしまうことがあります。変え
なきゃいけないと思っていたところに、今日の
トークショーで、坪井さんが中学生ながら、環
境に流されず、自分のやりたいことのために、
全力を注いでいたところが、すごくカッコいい
と思いました。だから自分を変えるために全力
を注いで頑張っていきます。
●僕は野球をしていて、野球で高校にいきた
いと思っているけど、家では全く勉強ができて
いないから少しずつ勉強をしていこうと思いま
した。また夢講話の中で出てきた「人間性」
で僕もプロ野球選手になるために技術練習
ばかりしているけど、プロになった人は人間性
も優れているから、野球以外でも一流になれ
るように頑張りたいです。

Child of Kashimo
かしもっ子だよ全員集合！

Cooking
かしも食堂 
昔から伝わる絶品料理を紹介！色には文化があらわれる

Editor̀s Note
編集後記／秦雅文

大豆と鰹の煮物

二渡の喫茶店「ころぼっくる」が、モーニングだけ再開した。
季節の和食料理が入ったモーニング。大豆と鰹の煮物がとても美味しく作り方を聞きました。新大豆
が採れたので嬉しく何回も作りました。魚は焼く事が多い食生活です。ちょっと挑戦してみませんか？
絶品です。

先日、神戸マラソンを走ったので

すが途中からペースが落ちて、4

時間を切るのが精一杯でした。

60歳を過ぎてもまだまだすごい人

は沢山います。今まではいつかは

できると思ってやってきたのですが、

年齢的にも、今やらないと一生で

きない。もうすぐ限界がくるのはわ

かってるけど、まだわずかに可能

性があると思うとやってみたい。

ところが、ぎっくり腰は毎年襲いか

かってくる。常に腰痛・坐骨神経

痛のせいで足は痺れたままだけど

痛みをかいくぐるように、練習をす

るのもスリルがあって楽しい。疲

れるのが早いのでついつい頑張っ

た気がしてしまうが、データを見る

と以前より少ない練習だったりす

る。以前より少ない練習で速くな

ろうなんてそもそもおかしい。

無理しないでとよく言われるが、無

理しないで頑張ってる人に勝てる

わけがない。つまりは怪我しない

ように無理することが正解なんだ

と思う。

「走った距離は裏切らない」と信じ

る人はタイムが伸び悩むそうだ。

無理に月刊走行距離を伸ばすこ

とだけ考えるのではなく、頭を使っ

てやれば、まだ伸びる。

幸に走ったせいで腰が痛くなるこ

とはない。他の些細なことで腰を

痛めて走れなくなるのが目下一番

の問題です。

材料

茹で大豆

鰹

醤油

砂糖

みりん

酒

生姜

作り方

1.	 茹で大豆を沢山作る。冷凍

保存して置く。

2.	 鰹を1センチ位の角切りにす

る

3.	 鍋に醤油、砂糖、みりん、酒を

沸かし大豆を煮る。5分位煮

たら鰹、生姜を入れて煮る。

4.	 盛り付けして山椒の葉を飾る。
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特設人権行政合同相談所開設～１２月４日から１０日は人権週間です～
特設人権相談所と行政相談所を合同で開設します。困ったときは一人で悩まず、お気軽にご
相談ください。相談は無料です。
■日時：令和６年１２月１０日（火）午後１時〜午後３時
■場所：加子母コミュニティーセンター
【人権相談】　
法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員が、日常生活の中で生じるさまざまな人権問題につ
いて、相談に応じます。セクハラやパワハラ、家庭内暴力、体罰やいじめ、インターネットでの
誹謗中傷、差別など、「自分の悩みは人権侵害かも？」と思ったら、ご相談ください。
【行政相談】
総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、身近な相談相手として、行政に関する苦情、行
政の仕組みや手続きに関する相談を受付け、その解決のための助言や関係行政機関に対す
る通知などを行っています。

年末年始のごみ収集日について
【燃えるごみ】	月木地区特別収集日
■年末１２月２８日（土）	まで
■年始	１月	４日（土）から
※８:３０までに必ずごみを出してください。

図書室だより
【12月おすすめ図書】
■プラチナハーゲン1980　著：海堂尊

昭和の終わりの足音が聞こえる中、東城大学医学部総合外科の佐伯教授は若きヒラ医局員・
渡海征司郎を大抜擢した。やがてオランダでの国際学会に教授の名代として送り出され渡海
はその地で新たな因縁と巡り合う…。

■親の介護がすべてわかる本　著：浅井郁子

高齢者の暮らしで手助けしなければいけない部分を、家族が社会が、どう支え合えるか？
介護保険制度、保険外の制度、家族の整えたいポイントを全方位型でまとめた本です。

■富士下山ガイド　著：岩崎仁

長年「富士下山」の魅力を伝えてきたネイチャーガイドの著者が、５合目から下に広がる神秘
の世界を案内。自然と歴史の美が織りなす18のトレッキングコースを紹介。

■カンタンなのにかわいい☆10分でイベントスイーツ　著：木村遥

初めてのお菓子作りでも失敗しない、児童向けで、カンタン可愛いレシピを紹介。

■ミニミニアンパンマン　著：やなせたかし

アンパンマンの形をした小さなお子様の手のひらサイズの絵本です。
メロンパンナ、ロールパンナのシリーズもあります！

※図書室の本の返却は年末年始の休館中（12/27〜1/5）もできます。総合事務所前の水
色の返却ボックスをご利用ください

加子母の人口と世帯数（令和6年11月1日現在）	
世帯数：942世帯　男：1,153人　女：1,187人　計：2,340人

このページでは、加子母総合事務所からみなさんへ、地域に密着した情報をお知らせします。
みなさんの身近な地域情報をお寄せ下さい。				(加子母総合事務所:0573-79-2111まで）

こちら総合事務所です12月の行事予定
1 日

2 月

【こども園】木育（年長参観）、身体測定
【小中学校】家庭学習がんばり週間（〜６日）
【中学校】PTAあいさつ運動
【中学校】スクールカウンセラー来校

3 火【中学校】初任者連携校研修（１，３年生公開）【中学校】PTA本部役員会
4 水【中学校】歯科検診　9：30〜

5 木【こども園】木育（年長）【中学校】エイズ・性感染症講座（3年生）

6 金【小学校】授業参観・学級懇談会【中学校】実力テスト（３年生）
7 土

8 日 大型・有害ごみ（9〜13）軽トラ朝市（9〜12）

9 月【こども園】年長懇談会【中学校】委員会

10 火
人権・行政合同相談（13〜）
乳幼児なんでも相談（付知福祉センター）
【こども園】年長懇談会

11 水

1歳6か月児健診（福岡保健センター）
【こども園】誕生日会（市川あつきさん読み聞かせ）
【こども園】年長懇談会
【中学校】道徳計画訪問（２年生公開）

12 木【こども園】避難訓練（初期消火訓練・煙体験）【中学校】高山研修（２年生）
13 金【こども園】連れ去り防止（たんぽぽ班）
14 土

15 日
不燃・硬質・資源ごみ（16〜17）
防災研修会（13〜）
家庭の日

16 月 3か月児健診（福岡保健センター）【中学校】スクールカウンセラー来校

17 火
青少年育成拡大会議（19：30〜）
【中学校】栄養職員による食育指導
【中学校】学校評価アンケート

18 水【こども園】クリスマス会

19 木 農事改良組合長会（19:30〜）1歳児相談（付知福祉センター）
20 金 区長会（14〜）
21 土
22 日
23 月
24 火
25 水【中学校】大掃除

26 木
【こども園】門松立て（老人クラブ）
【こども園】終業式
【小中学校】冬休み前集会

27 金【こども園】1号認定冬休み

28 土 総合事務所閉庁（〜1月５日）【小中学校】閉庁（〜１月5日）
29 日【こども園】2，3号認定冬休み
30 月
31 火


